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特集：防災
南国市次世代育成支援行動計画
情報公開制度
人権～共生の時代 � ほか
カメラリポート 
みんなの広場 
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健康文化都市・南国
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南国～大豊間が南国～大豊間が
　　より快適に　　より快適に
南国～大豊間が南国～大豊間が
　　より快適に　　より快適に

南国インターチェンジ

　高知自動車道の大豊インターチェ
ンジ（ＩＣ）から南国ＩＣ間（21.0
キロ）の４車線化が完成。４月23日
に開通し、南国ＩＣで完成式が行わ
れました。
　この４車線化により、対面通行に
比べて快適で安全な走行が可能にな
ります。
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昨
年
は
、
度
重
な
る
台
風
の
襲
来
に
よ
っ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
長
時
間
の
停
電
が
発
生
す

る
な
ど
、
日
常
生
活
に
多
く
の
支
障
を
き
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
潟
県
中
越
地
震
や
ス
マ
ト

ラ
島
沖
地
震
で
は
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
毎
年
の
よ
う
に
襲
来
す
る
台
風
や
今
世
紀
前
半
に
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
、
そ

れ
に
伴
う
津
波
や
火
災
。
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
各
家
庭
で
の
日
頃

の
備
え
が
重
要
で
す
。

わ
が
家
・
わ
が
ま
ち
・
家
庭
の
備
え
は
大
丈
夫
？

わ
が
家
・
わ
が
ま
ち
・
家
庭
の
備
え
は
大
丈
夫
？

①
屋
根
の
チ
ェ
ッ
ク

□
瓦
の
ひ
び
・
割
れ
・
ず
れ
ま
た
は
、
は
が
れ

　
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
ア
ン
テ
ナ
類
は
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
て
い
ま

　
す
か
？

②
外
壁
や
屋
外
設
置
物
の
チ
ェ
ッ
ク 

□
亀
裂
や
欠
落
、
腐
食
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

□
屋
外
の
設
置
物
の
固
定
は
し
っ
か
り
と
で
き

　
て
い
ま
す
か
？

③
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
高
所
の
チ
ェ
ッ
ク

□
鉢
植
え
や
物
干
し
竿
な
ど
が
強
風
で
飛
ば
さ

　
れ
た
り
落
ち
な
い
よ
う
に
、
固
定
や
控
え
な

　
ど
で
補
強
し
て
ま
す
か
？

④
雨
ど
い
・
雨
戸
の
チ
ェ
ッ
ク

□
雨
ど
い
が
落
ち
葉
な
ど
で
詰
ま
っ
て
い
ま
せ

　
ん
か
？

□
損
傷
や
破
損
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

⑤
窓
ガ
ラ
ス
の
チ
ェ
ッ
ク

□
ひ
び
割
れ
・
が
た
つ
き
・
緩
み
な
ど
は
あ
り

　
ま
せ
ん
か
？

▼
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
に
は
、
ガ
ム
テ
ー
プ
や

　
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
貼
る
と
効
果
的
で
す
。

⑥
地
盤
の
低
い
場
所
に
つ
い
て

▼
河
川
の
近
く
や
地
盤
が
低
い
と
こ
ろ
な
ど
、

　
水
害
の
経
験
が
あ
る
地
域
な
ど
で
は
、
自
衛

　
策
と
し
て
土
の
う
や
板
な
ど
を
使
っ
て
浸
水

　
を
防
ぐ
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
土
の
う

　
が
無
い
場
合
は
、
ポ
リ
容
器
に
水
を
入
れ
て

　
土
の
う
の
代
用
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

▼
浸
水
に
備
え
て
、
家
具
な
ど
は
少
し
高
い
所

　
に
移
動
し
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

⑦
避
難
に
備
え
て

▼
最
近
の
雨
の
降
り
方
は
、
局
地
的
に
し
か
も

　
短
時
間
に
集
中
し
て
降
る
場
合
が
多
く
、
避

　
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

　
す
。
日
ご
ろ
か
ら
非
常
持
ち
出
し
袋
の
準
備

　
を
は
じ
め
、
最
寄
り
の
避
難
場
所
を
確
認
し

　
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特　集

防　災
風
水
害
対
策

風
水
害
対
策

　
　
　
　
　
（
建
物
内
外
の
風
水
害
対
策
）

　
　
　
　
　
（
建
物
内
外
の
風
水
害
対
策
）

地震発生からの行動　グラッときたら…（心得10カ条）

非常持ち出し袋はありますか？
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わ
が
家
・
わ
が
ま
ち
・
家
庭
の
備
え
は
大
丈
夫
？

▼
避
難
場
所
（
次
ペ
ー
ジ
下
段
）
は
、
風
水
害

　
時
と
地
震
災
害
時
で
は
条
件
が
異
な
り
ま
す

　
の
で
、
避
難
所
と
し
て
使
用
が
可
能
な
の
か

　
も
併
せ
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
水
害
情
報
は
あ
る
程
度
の
予
測
で
き
る
こ
と

　
が
多
い
の
で
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
の
気

　
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

⑧
山
間
部
で
の
土
砂
災
害
に
つ
い
て

▼
山
間
部
で
は
土
砂
災
害
の
発
生
の
危
険
が
あ

　
り
ま
す
。
周
辺
で
異
常
を
感
じ
た
り
、
相
当

　非常持ち出し袋は、市販のリュックサ
ックタイプのような背負えるものがよい
でしょう。袋に入れるものとしては次の
ようなものがあります。

＊この他にもさまざま
　なものがありますが、
　必要なものをライフ
　スタイルに合わせて
　よく考えて準備しま
　しょう。

風
水
害
対
策

　
　
　
　
　
（
建
物
内
外
の
風
水
害
対
策
）

地震がおきたらどうするの？

地震発生からの行動　グラッときたら…（心得地震発生からの行動　グラッときたら…（心得1010カ条）カ条）

□携帯ラジオ、懐中電灯、ろうそくなど
□非常食（缶詰など日持ちするもの）・
　水（１人１日３リットル程度が目安）
　など
□生活用品（ライター・マッチ・ビニー
　ル袋など）
□衣料品、ヘルメットなど
□救急セット（常備薬・絆創膏など）
□通帳（現金など）

　
量
の
降
雨
を
伴
っ
た
場
合
は
、
早
め
に
避
難

　
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
避
難
す
る
際
は
、
隣
近
所
ど
う
し
声
を
掛
け

　
合
い
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
の
災
害
時
要
介

　
護
者
の
避
難
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

非常持ち出し袋はありますか？非常持ち出し袋はありますか？

水

お米
缶詰

火を消せるときはすばやく、余裕がない場
合はまず身の安全を確保し、状況を見て火
の始末を。ガス器具などは火を止め、電気
器具はプラグを抜きます。

万一出火しても天井に燃え移る前なら、初
期消火が可能です。「火事だ！」と大声を
出して隣近所に応援を求めるとともに消火
に努めましょう。

揺れにより出入口が開かない場合があるの
で、ドアなどを開けて逃げ口を確保します。
また、急いで飛び出すと瓦などの落下物が
あり危険です。冷静に行動を。

揺れを感じたら、丈夫なテーブルや机の下
に身をかくし、身の安全を確保しましょう。
風呂場、トイレ、押入れなどは、比較的安
全です。

狭い路地では、看板などの落下物やたれ下
がった電線、また、ブロック塀や門柱、自
動販売機などは倒れやすく危険です。近づ
かないようにしましょう。

避難時には、荷物はできる限り少なくして
リュックサックで背負います。また、避難
所へは、広くて安全な道を選んでみんなと
一緒に歩いて行きましょう。

避難時は、できるだけ急いで避難場所など
へ移動しましょう。途中で忘れ物などをし
ても、家の中に戻るのは危険です。

災害時には、うわさやデマに振り回される
ことがあります。ラジオやテレビの報道に
十分注意し、正しい情報をキャッチしまし
ょう。

もろい地盤のがけや山は、地震で崩れるこ
とが考えられます。周りの状況に注意し、
日ごろと違う異常を感じたら、すばやく避
難しましょう。

隣近所お互いに声をかけあい、安否の確認
をしましょう。お年寄りや体の不自由な人
には手助けを、ケガ人がいる時には、協力
して応急手当をしましょう。

１ ６

７

８

２

３

４

５

９
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①
南
海
地
震
の
発
生
時
期

▼
南
海
地
震
は
、
過
去
の
統
計
か
ら
お
よ
そ
100

　
年
か
ら
150
年
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
繰
り
返
し

　
発
生
し
て
い
る
地
震
で
、
昭
和
の
南
海
地
震

　
（
昭
和
21
年
）
か
ら
お
よ
そ
60
年
経
過
し
て

　
い
ま
す
。
つ
ま
り
あ
と
30
年
で
発
生
サ
イ
ク

　
ル
に
限
り
な
く
近
づ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
南
海
地
震
が
２
０
３
０
年
ま
で
に
発
生
す

　
る
確
率
は
50
％
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

　
れ
は
い
つ
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状

　
況
と
い
え
ま
す
。

②
地
震
の
規
模
や
津
波
の
被
害
予
測

▼
本
県
の
平
野
部
か
ら
沿
岸
部
に
か
け
て
は
、

　
震
度
６
弱
。
山
間
部
で
は
震
度
５
強
と
予
想

　
さ
れ
、
揺
れ
の
持
続
時
間
は
100
秒
間
く
ら
い

　
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
津
波
の
襲
来
は
、
早
い
と
こ
ろ
で
室
戸
や

　
足
摺
で
は
10
分
前
後
、
中
央
部
で
は
、
30
分

　
以
内
で
到
達
し
、
し
か
も
６
時
間
以
上
繰
り

　
返
し
押
し
寄
せ
て
く
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
津
波
の
高
さ
は
、
地
震
に
よ
る
地
盤
沈
下

　
や
大
潮
の
満
ち
潮
時
な
ど
の
自
然
条
件
が
重

　
な
れ
ば
、
南
国
市
で
は
お
よ
そ
８
ｍ
の
津
波

　
が
押
し
寄
せ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
　
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
迷
わ
ず
高
台
へ

　
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
最
低
で
も
６

　
時
間
は
沿
岸
部
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
が
重

　
要
で
す
。

地
震
災
害

地
震
災
害

避難場所名 電　話 災   害避難場所名 電　話 災   害

錦 城 公 園

峰 寺

里 保 育 所

琴 平 山

十 市 保 育 園

十 市 小 学 校

高齢者多世代交流プラザ

稲 生 保 育 所

稲 生 小 学 校

三 和 小 学 校

大 湊 保 育 所

大 湊 小 学 校

前 浜 公 民 館

伊 都 多 神 社

スポーツセンター

あけぼの保育所

日 章 小 学 校

香 南 中 学 校

大 篠 保 育 園

865ー8801

865ー5011

865ー2188

865ー8207

865ー8246

865ー1200

865ー8338

865ー8554

865ー8238

865ー3070

865ー8015

864ー2701

864ー2726

864ー2722

863ー2482

863ー2250明 見 保 育 所

～あなたの地区にはありますか？～

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

フィリピン海
プレート

日本列島

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー

ト
が
日
本
列
島
の
下
に

も
ぐ
り
込
む
。

プ
レ
ー
ト
が
も
ぐ
り
込

む
時
、
日
本
列
島
を
引

き
ず
り
込
み
、
プ
レ
ー

ト
の
ひ
ず
み
が
蓄
積
さ

れ
る
。

ひ
ず
み
が
蓄
積
さ
れ
限

界
に
達
し
た
時
、
プ
レ

ー
ト
が
は
ね
上
が
り
、

地
震
が
起
き
る
。

①②③
津波発生

南海地震の発生メカニズム南海地震の発生メカニズム

③
地
震
に
よ
る
火
災
発
生
の
恐
れ

▼
地
震
発
生
時
の
火
災
の
原
因
は
主
に
ガ
ス
と

　
漏
電
で
す
。
ガ
ス
使
用
中
に
地
震
が
発
生
し

　
た
時
は
、
動
揺
し
て
や
け
ど
を
し
な
い
よ
う
、

　
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
元
栓
を
締
め
ま
し
ょ

　
う
。
同
様
に
漏
電
防
止
に
つ
い
て
も
揺
れ
が

　
収
ま
っ
て
か
ら
ブ
レ
ー
カ
ー
（
遮
断
器
）
を

　
切
り
ま
し
ょ
う
。
復
旧
後
の
送
電
に
よ
る
漏

　
電
を
防
ぎ
ま
す
。

　
　
日
ご
ろ
か
ら
、
防
火
に
は
注
意
を
し
、
消

　
火
器
な
ど
の
機
器
も
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④ 

揺
れ
に
よ
る
倒
壊
の
被
害

▼
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
の
改
正
前
の
木
造

　
住
宅
に
つ
い
て
は
倒
壊
す
る
確
率
が
高
い
と

　
さ
れ
、
こ
れ
は
、
平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大

　
震
災
の
時
に
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
南
国
市
に
お
い
て
も
、
耐
震
診
断
を
実
施

　
し
た
家
屋
の
98
％
が
何
ら
か
の
補
強
を
す
る

　
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
、
家
屋
倒
壊
の
可
能
性

　
が
高
い
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
現
在
は
、
家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
、
そ

　
れ
に
沿
っ
た
補
強
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
耐
震
診
断
に
は
、
補
助
金
制
度
が
あ
り
、
市

　
で
は
住
宅
課
が
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
耐
震
診
断
…
原
則
と
し
て
昭
和
56
年
以
前
の

　
木
造
住
宅
が
対
象
。
自
己
負
担
額
が
３
千
円

　
で
診
断
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診

　
断
の
結
果
、
安
全
基
準
以
下
と
さ
れ
た
家
屋

　
の
耐
震
補
強
の
補
助
制
度
を
準
備
中
で
す
。

　
　
詳
細
は
住
宅
課（
�
８
８
０
・
６
５
５
８
）

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自分でしよう屋内の地震対策みんなで支え合う自主防災組織

南海地震情報コーナーを
　　　　　　　　ご利用ください

特集 防災
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地
震
災
害

※防災に関するお問い合わせは、総務課総務管理係（�８８０－６５５１）まで

避難場所名 電　話 災   害避難場所名 電　話 災   害

864ー1540野 田 公 民 館

863ー4559長岡西部体育館

862ー0700国 府 保 育 所

862ー0024国 府 小 学 校

864ー2927長岡西部保育所

864ー2309長 岡 小 学 校

864ー2678鳶ヶ池中学校

長岡東部保育所 864ー2357

862ー2831国 分 公 民 館

県立岡豊高校

久礼田保育所

久礼田小学校

久礼田体育館

たちばな幼稚園

白木谷小学校

奈 路 小 学 校

黒滝自然館せいらん

北 陵 中 学 校 862ー0280

863ー1313

862ー0120

862ー0122

862ー1772

862ー1212

862ー0932

862ー0161

862ー0858

　阪神淡路大震災のような大災害発生時には、
公的機関の機能がまひ状態になることが予想さ
れます。自主防災組織は、部落あるいは小学校
区など活動しやすい単位で結成され、「自分の
身は自分で守る、自分たちの町は自分たちで守
る」という観点から、風水害はもとより、近い
将来必ずやってくる巨大地震などの災害に備え
て、近隣あるいは地域で助け合う「災害に強い
町づくり」を目指すものです。
　市では、現在までに72組織（今後20組織が結
成予定）が結成され、地域の町内会単位で自主
的な訓練や講習会などを行い、防災に対する意
識を高めています。組織を新設する場合には補
助制度があり、組織立ち上げや資機材の購入な
どに役立てられています。
　あなたの地域でも、自主防災組織を発足させ
安心できる暮らしを築きましょう。

～あなたの地区にはありますか？～～あなたの地区にはありますか？～

風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

864ー0623

864ー2374大 篠 小 学 校

863ー2460香 長 中 学 校

863ー2188県立東工業高校

明見部落公民館

863ー3957大 篠 公 民 館

中 央 公 民 館

市 民 体 育 館

864ー2219後免野田小学校

863ー3155県立農業高校

864ー2880後免町公民館

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

地震・風水

避難場所名 電　話 災   害

南海地震の発生メカニズム

　昨年の12月21日に県下各市町村一斉に「南海
地震情報コーナー」が開設されています。
　このコーナーには、閲覧できる各種書籍類や、
配布用パンフレット、チラシ類、貸し出し用の
CD・ビデオ類が配置されています。
　市での設置箇所は、以下の７箇所です。お立
ち寄りの際は是非ご利用ください。

■設置箇所／市役所１階ホール、領石・岡豊・

　十市の３支所、図書館、保健福祉センター、
　日章福祉交流センター　

自分でしよう屋内の地震対策自分でしよう屋内の地震対策

　いざというとき、頼りになるのは自分自身。家具や調
度品などの地震に対する備えをしておきましょう。

□家具・調度品の転倒防止
　転倒防止のために金具などで柱や壁に固定します。壁
　に固定できない場合は支え棒で固定しましょう。

□家具・調度品の配置
　家具は不安定な場所に置かないようにし、転倒しても
　通路や出入口をふさがないように配置します。また、
　重い物を下に、軽い物を上に置くようにしましょう。

□ガラスの飛散防止
　窓やガラス戸にはカーテンをかけましょう。窓、ガラ
　ス戸、ガラスのある食器棚・本棚には、透明フィルム
　などを貼るのも有効です。

□寝室では
　寝ているときは無防備です。寝室には家具を置かない
　ようにし、枕もとには非常持ち出し袋と一緒に、屋内 
　に飛散したガラスでけがをしないように靴を用意して
　おきましょう。

みんなで支え合う自主防災組織みんなで支え合う自主防災組織

南海地震情報コーナーを南海地震情報コーナーを
　　　　　　　　ご利用ください　　　　　　　　ご利用ください

特集 防災
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基本目標基本目標②

母性並びに乳児及び幼児等の
健康の確保及び増進
　～子どもと親が心身ともに
　　健康に生活できるために～

★ ひととのつながりを大切にできる
　子どもの育成
★ 母親・子どもの健康と安心の確保
★ 気持ちにゆとりを持てる子育ての支援

基本目標基本目標③

子どもの心身の健やかな成長に
資する教育環境の整備
　～子どもの社会性の向上や
　　自立を助ける教育環境を～

★ 家庭の教育力の向上
★ 次代の親の育成
★ 教育環境の整備
★ 子どもが学ぶ地域づくり

地域における子育ての支援
～地域全体で子どもと親の成長を
　見守り、支援します。～

★ 子育て支援サービスの充実
★ 保育サービスの充実
★ 子育て支援ネットワークづくり
★ 子育てに伴う経済的負担の軽減

基本目標基本目標①
　
子
育
て
に
つ
い
て
は
子
ど
も
の

保
護
者
が
第
一
義
的
な
責
任
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
の
状
況
や

家
族
機
能
の
低
下
な
ど
、
そ
の
家

庭
だ
け
で
は
対
処
で
き
な
い
い
ろ

い
ろ
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
、
地

域
全
体
で
見
守
り
、
支
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
中
、
平
成

16
年
３
月
に
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
将
来
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
社
会

全
体
で
支
援
す
る
た
め
の
総
合
的

事
業
の
実
施
状
況
・

目
標
事
業
量
の
お
知
ら
せ

◇子どもの視点が大切に◇子どもの視点が大切に
      され、子どもの利益がされ、子どもの利益が
　最大限に尊重されます　最大限に尊重されます

◇子どもの視点が大切に
   され、子どもの利益が
　最大限に尊重されます

◇家庭における◇家庭における
　子育てを基本とします　子育てを基本とします
◇家庭における
　子育てを基本とします

◇地域みんなで子どもの◇地域みんなで子どもの
　成長を支えます　成長を支えます
◇地域みんなで子どもの
　成長を支えます

基本理念基本理念基本理念基本理念

次世代育成支援行動計画は３つの基
本理念のもと、計画の実現に向けて、
行政・家庭・学校・幼稚園・保育所・
地域が一体となって取り組みます。

基本目標⑤

基本目標⑥

基本目標④

基本目標⑦

な
計
画
で
、
３
つ
の
基
本
理
念
の

も
と
、
７
つ
の
基
本
目
標
を
か
か

げ
平
成
16
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

ま
で
の
施
策
に
つ
い
て
の
目
標
事

業
量
を
定
め
て
い
ま
す
（
Ｈ
16
年

広
報
な
ん
こ
く
４
月
号
に
掲
載
）
。

　
計
画
初
年
度
で
あ
る
平
成
16
年

度
の
目
標
事
業
量
の
実
施
状
況
は
、

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に

一
時
預
か
り
保
育
を
新
た
に
実
施
、

ま
た
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
、
０
歳
児
保
育
の
実
施
、

乳
幼
児
健
診
の
受
診
率
の
向
上
、

子
育
て
相
談
の
支
援
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
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基本目標②

基本目標③

基本目標①

取り組み内容

一時保育事業

放課後児童対策

児童館の運営

交流の場の提供
（ぴよぴよルームの開催など）

育児児童相談の実施
（岡 豊 地 区 ）
（十市・緑ヶ丘地区）

保育所（通常保育）

０歳児保育

延長保育

土曜保育の実施

病後児保育

障害児保育の実施

地域子育てネットワーク会議（地域協議会）の開催

地域子育て支援センター事業

１カ所

８カ所

４カ所

参加者数
   370組

希望者全員受入 希望者全員受入

５回／年
12回／年

１回／年１回／年

参加者数
増加傾向

参加者数
増加傾向
   維持

参加者数：104組

15カ所

４カ所

４カ所

２カ所

３カ所

充実

４カ所／充実

15カ所

５カ所

５カ所

１カ所

２カ所

２カ所

推進ファミリーサポート事業

平成21年
目標事業量

平成16年
実施状況

充実２回／年

充実思春期講座の開催

思春期講演会の開催

乳幼児健診の実施

（４カ月児健診）
（10カ月児健診）
（１歳６カ月児健診）
（３歳４カ月児健診）

両親教室の実施
（母　親）
（父　親）

受診率 受診率

参加者数
　70名
　44名

参加者数
増加傾向

75.7％
80.5％
85.5％
73.4％

増加傾向

１回／年 １回／年

１回／年

３カ所

１回／年

１回／年

設置率100％

配置率100％
（中学校）

　全校実施
全保育所実施

配置率100％
（中学校）

設置率100％
１回／年

家庭教育に関する啓発紙の発行
（小・中・高校、幼稚園、保育所、
　保健所など）

家庭教育講座の開催

親子参加の体験学習会の実施

学校評議委員会の設置推進

食育の推進

スクールカウンセラーの設置

作成

充実

３カ所公園（都市公園）の整備

子育て応援マップの作成

１回／年就労支援制度普及啓発講座の開催

１回／年 １回／年交通安全教室の開催 ◇子どもの視点が大切に
   され、子どもの利益が
　最大限に尊重されます

◇家庭における
　子育てを基本とします

◇地域みんなで子どもの
　成長を支えます

基本理念基本理念

基本目標基本目標⑤

職業と家庭生活との両立の推進
　～子育てと仕事の
　　両立ができる社会を～

★ 父親・母親の働き方の見直し
★ 両立支援のための職場づくり

基本目標基本目標⑥

子ども等の安全の確保
　～子どもが安全に
　　生活できるために～
　
★ 子どもの交通安全の確保
★ 子どもを犯罪から守るための活動
　の推進

基本目標基本目標④

子育てを支援する生活環境の整備
～子どもが生活しやすいまちを～

★ 良質な居住環境の整備
★ 子育てにやさしい環境の整備

基本目標基本目標⑦

要保護児童への対応など
きめ細やかな取り組みの推進
　～すべての子どもが幸せに
　　　　　生きる権利を尊重～

★ 児童虐待防止対策の充実
★ 障害のある子どもへの支援の充実
★ ひとり親家庭の自立支援の充実

＊「南国市次世代育成支援行動計画」はホームページにも掲載しています。
　http://www.city.nankoku.kochi.jp
※お問い合せは、福祉事務所保育係（�８８０ー６５６６）まで

●事業の実施状況・目標事業量
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■情報公開制度とは
行政情報の公開は、南国市行政情報公開条例に

基づき、公開請求できることになっています。
　南国市行政情報公開条例は、公開するための手
続きや公開することの判断基準を定めた条例です。
　しかし、公開を目的とした情報や従来から公開
の請求をしなくても提供されてきた情報など（情
報提供といいます）については、これまでどおり
取り扱われます。

※お問い合わせは、総務課総務係（�８８０ー６５５１）まで

公開請求・申出件数 処理（決定）状況 不服申立て
９　　　 公　　開　１ －

一部公開　８ ２

市長部局 ８ 非 公 開　０ ０
（（ 市長部局外 １ 不 受 理　０ －

取 下 げ　０ －

◎平成16年度
　　　　行政情報公開条例の公開請求と処理状況

◎平成16年度
　　　　個人情報保護条例の開示請求と処理状況
開示請求などの件数　　内容別件数 処理（決定）状況

１ 開示請求　　１　　　公開１

市長部局 ０ 訂正請求　　０　　　　－
（（ 市長部局外 １ 適正処理の申出 ０　　　　－

苦情・相談　０　　　　－

■個人情報保護制度とは
　市が保有する個人の情報の収集、保存、利用な
どのすべてにわたる総合的な保護制度です。
　南国市個人情報保護条例は、市が保有する請求
者本人の情報を知ることができる「開示請求権」、
その情報の適正な処理を申し出ることができる
「訂正請求権」を定めた条例です。

Q．公開の対象となる行政機関は？
議会を含む市役所のすべての行政機関です。

Q．公開の対象となる行政情報とは？
①市の職員が、職務上作成・取得したもの

　（個人的な検討段階の資料は対象外です）
②文書、図書、写真、フィルム、録音・録画テ

　　ープなど
③市の職員が組織的に用いるもの
④市が保有しているもの

Q．公文書はすべて公開の対象ですか？
平成９年４月１日以後に作成・取得した公文

　書は、すべて対象となります。
Q．公開の請求はだれでもできますか？
　どなたでも請求することができます。
Q．公開の請求はどうすればよいのですか？
　　「行政情報公開請求書」を事務担当課または
　総務課に提出します。電話や口頭での請求は認
　められません。

Q．公開できない公文書がありますか？
公文書は、原則公開となっています。ただし、

　次のような情報が記録されている公文書は、公
　開できません。
①法律や条令等で、公開を禁じられている情報
②個人に関する情報
　＊請求者本人に関する情報でも行政情報公開

　　　条例では、公開できません。請求者本人が
　　　自分自身の個人情報記録の公開を請求する
　　　ときは、個人情報保護条例に基づき請求す
　　　ることになります。
③法人等の事業活動に関する情報
④生命等の保護及び犯罪の予防・捜査等に関す

　　る情報
⑤市及び国・その他の地方公共団体間の事務事

　　業に関する情報
⑥法人等又は個人の任意の協力により提供され
　　た情報

「排水処理施設の維持管理委託業務契約書関係」
の文書のすべてを公開し、「農業振興地域の整備
に係る法律に基づく農用地の適用除外の申請書等」
など８件については、特定の個人を識別すること
ができる個所などを除き公開しました。
不服申立ては２件ありましたが、１件は申し立

ての一部を容認し、もう１件は棄却しました。

　条例に基づく開示請求が１件ありました。その
ほか訂正請求、適正処理の申出および苦情・相談
はありませんでした。

　市では、多くの情報を保有し、管理してい
ます。
　これらの情報を市民のみなさんに広く公開
するための手続や公開の基準を定めた南国市
行政情報公開条例が、平成９年に制定されま
した。

内訳内訳内訳 
内訳内訳
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　昨年度に引き続き、領石地区において８月ごろ
から（６月に説明会を開催予定）地籍調査事業に
よる一筆地調査を行います。
　土地所有者の方は、８月までに地元の地籍調査
推進委員の立会のもとに隣接地との境界杭の設置
をお願いします。境界杭は地籍調査推進委員会に
用意しています。

※お問い合わせは、土地対策課（�８８０－６５６４）まで

　
白
い
つ
え
を
つ
い
て
い
る
人
の
お
話

に
「
親
切
に
道
路
横
断
の
介
助
を
し
て

く
れ
る
人
が
い
て
あ
り
が
た
い
。
た
だ
、

時
に
は
こ
ち
ら
に
何
も
聞
か
ず
黙
っ
て
、

タ
タ
タ
ッ
と
手
を
引
い
て
渡
る
介
助
を

し
て
く
れ
る
人
が
お
り
、
渡
る
必
要
が

な
い
の
に
道
路
を
渡
っ
て
し
ま
い
、
ま

た
、
戻
っ
て
来
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

き
が
あ
る
」
と
い
う
内
容
の
一
節
が
あ

り
ま
し
た
。
聞
い
て
い
て
、
そ
う
か
も

し
れ
な
い
、
と
思
っ
た
こ
と
で
し
た
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
を
す
る
こ
と

は
定
着
し
て
き
た
よ
う
で
す
が
、
相
手

の
身
に
な
っ
て
考
え
る
、
と
い
う
こ
と

は
簡
単
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
横
断
歩

道
の
近
く
に
い
る
か
ら
き
っ
と
道
を
渡

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う

思
っ
て
介
助
し
て
く
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

声
を
か
け
る
の
が
気
恥
ず
か
し
か
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
う
し

た
場
合
、
相
手
の
方
が
何
を
望
ん
で
い

る
か
、
言
葉
で
確
認
し
、
介
助
す
る
こ

と
が
大
切
な
よ
う
で
す
。
白
い
つ
え
を

持
つ
方
の
お
話
は
「
介
助
は
嬉
し
い
が
、

行
動
の
前
に
、
一
言
こ
ち
ら
の
希
望
を

聞
い
て
ほ
し
い
」
と
続
い
て
い
ま
し
た
。

　
似
た
こ
と
は
親
し
い
間
柄
に
も
あ
る

よ
う
で
す
。
家
族
の
間
の
会
話
が
乏
し

い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
。
長
く
一

緒
に
暮
ら
せ
ば
話
題
も
尽
き
る
、
と
言

い
ま
す
が
、
「
め
し
、
ふ
ろ
、
ね
る
」

で
お
互
い
の
気
持
ち
が
通
じ
合
え
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？
同
じ
家
族
の
な
か
で

も
職
場
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
な
ど
一

人
ひ
と
り
の
生
活
状
況
が
違
え
ば
、
感

じ
る
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、
す
べ
て
お

見
通
し
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
も

の
で
す
。
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る

た
め
に
は
、
そ
の
前
に
相
手
の
状
況
を

知
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
た
め
に
は
、
観
察
力
や
言
葉

な
ど
が
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

家
族
の
一
人
ひ
と
り
が
相
手
の
状
況
を

知
り
、
相
手
の
身
に
な
ろ
う
と
努
力
す

る
こ
と
は
、
人
権
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
「
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
」
よ

く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
が
、
そ
の
力
を

身
に
つ
け
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

い
よ
う
で
す
。
け
れ
ど
、
言
葉
、
感
情

な
ど
の
人
類
が
持
つ
素
晴
ら
し
い
特
性

を
生
か
し
、
そ
の
力
を
少
し
ず
つ
身
に

つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

人
が
自
分
の
感
情
に
気
付
い
て
く
れ
る

の
を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
自
分
か
ら
発

信
す
る
こ
と
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

人
権
広
報
委
員
会

（
�
８
８
０
・
６
５
６
９
）

８
８
０
・
６
５
６
９
）ま
で

①事業計画・準備 ③地籍測量②一筆地調査
事業計画の策定・関係機関との
連絡調整、住民への説明などを
行い、地籍調査を始める体制を
つくります。

一筆ごとの土地について、公図
等の資料により調査した後、関
係者立ち会いのもとに、毎筆の
土地について、所有者、地番、
地目、境界の調査を実施します。

図根点を設置し、段階を踏んで
測量を行い、各筆ごとの面積を
測定します。これにより各筆の
位置が地球上の座標値で表示さ
れることになります。

　この調査は土地の一筆ごとの所有者、地番、境
界などを確定するもので、災害時の境界復元や境
界紛争の防止に役立ちます。地域並びに関係者の
皆さんのご協力をお願いします。

■調査実施区域／領石字深サコ、牛月、口ミノ尾
　谷、長尾山、中野、サライ谷、松ノ本、粟尻、
　片地の各小字の区域

地
籍
調
査
の
進
め
方

地
籍
調
査
の
進
め
方

成平成平成成成成成成成成平成成成平成成平成成成平成平成成成成成成平成平成 717771117年度地籍調査にご協力を年年 協協協籍籍度 力を調 協地 協籍 協度 にご調調 にご協調籍地 査籍籍 査籍 を力籍地地地 協力協に調 力調調 に地 調調調調調 協度度 ごご年度地籍調査にご協力を
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４／27　立田駅トイレ落成式

５／７　「しらゆり亭」オープン

５／3・4　第11回ゴールデンウィーク
　　　　　ウエルカムサービス

南国土佐を訪れた方々に
おもてなしを
南国土佐を訪れた方々に南国土佐を訪れた方々に南国土佐を訪れた方々に南国土佐を訪れた南国土佐を訪れた南国土佐を訪れた方々に南国土佐を訪れた方々に南国土佐を訪れた方々に南国土佐を訪れた方々に
おもてなしをてなしをてなしをおもてなしをおもてなしをおもてなしを

旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供供供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供旬の素材をおいしく提供

かわいいでしょ
きれいに使ってね
かわいいでしょかわいいでしょかわいいでしょかわいいでしょ
きれいに使ってねてねてねきれいに使ってねきれいに使ってねきれいに使ってねきれいに使ってねきれいに使ってね

　北部中山間地域、上倉の「梅星館」に地産地
消や都市農村交流を目的として、地元食材料理
をコースで提供する「しらゆり亭」がオープン
しました。調理にあたるのは郷土料理の研究・
伝承に取り組む�食の匠�匠 「白百合グループ」
で、季節に応じた旬の食材を寿司、天ぷら、あ
え物、煮物、炭火焼きなどにし、棚田の美しい
　景観や清涼な空気とともに味わえます。　

＊土、日曜の昼食限定（一人前３千円）で要
　予約（予約は４名以上のグループで１日２
　組、最大20名まで）
※申込先は、同グループ代表中司滋寿子さん
（�８６２－１５２９、０９０－６８８１－
　　９２７９）まで

　連休中に南国土佐を訪れる方々を歓迎しよう
と、道の駅南国で第11回ゴールデンウィークウ
エルカムサービスが開催されました。
　お茶のサービスや道案内のほか、よさこい踊
りなどが披露され、立ち寄る方々を楽しませて
いました。

　ごめん・なはり線の立田駅に念願のトイレが
完成し、落成式が行われました。
　立田駅が高知龍馬空港に一番近いことから、
屋根は大空を舞うプロペラ・翼を連想させる作
りで、全体で顔を表現しています。「そらこの
トイレ」と名付けられたこのトイレ。立田駅を
利用する方々に親しまれそうです。

広広報報ななんんここくく６６月月号号10

５
月
の
空
に
こ
い
の
ぼ
り
、
フ
ラ
フ
が
た
な
び
く
の
は
楽
し
い
で
す
。
フ
ラ
フ
が
上
が
る
の
は
高
知
な
ら
で
は
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり



５／15　第８回なんこくボランティアDAY

▲４／23 高知自動車道（南国・
　大豊間）四車線化完成式
　　　　　　　　　　（南国IC）

▲４／17 第３回南国郵便局長杯
　ペタンク大会
　　　　　（高知空港緑の広場）

▲５／８ 吾岡山文化の森環境整
　備推進会による吾岡山一斉清掃
　　　　　　　　　　（吾岡山）

▲４／26 更正保護女性会総会
　　　　　　（グレース浜すし）

▲４／21～ 児童福祉週間にこい
　のぼりがあげられました。
　　　　　　　　　　（市役所）

▲５／13 南国保護区保護司会総
　会　　　　（グレース浜すし）

▲４／27 南国市連合婦人会総会
　　　　　　　　　　（市役所）

▲４／22 南国市食生活改善推進
　協議会総会
　　　　　（保健福祉センター）

▲５／14・15 春の南国盆栽展
　　　　　　　　（道の駅南国）

出愛！ふれ愛！和気愛々！
ボランティアDAY開催
出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！出愛！ふれ愛！和気愛々！
ボランティアボランティアボランティアボランティアDAYDAYDAYDAY開催Y開開開催開催開催

　５月15日、市役所駐車場で第８回なんこくボ
ランティアDAYが開催されました。
　車いす疑似体験や手話などの体験コーナーで
は、訪れた人たちが楽しみながら障害者の方々
の大変さを実感していました。また、ステージ
上では、フラダンスやミニコンサートが繰り広
げられ会場を盛り上げていました。

広広報報ななんんここくく６６月月号号 11

フ
ラ
フ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
絵
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で
は
大
き
な
紋
だ
け
の
フ
ラ
フ
を
見
か
け
ま
し
た
。
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■締め切り／平成17年６月15日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第396回親子クイズの答えは、
「フラフ」でした。

★応募総数／67通 ★正 解 率／98％

【第396回当選者】
西岡　美加さん（緑ヶ丘）
山田　 瞳 さん（稲　生）
武市　章法さん（大埇甲）
今村　直美さん（小　籠）
戸田　善美さん（大埇甲）

397

コ イ ノ ボ リ
ド ラ ミ 　 ク
モ カ 　 フ エ
ノ 　 ス イ ス
ヒ フ カ 　 ト

396回解答

ク
イ
ズ
回
答
の
「
フ
ラ
フ
」
が
な
ん
の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
、
親
に
聞
い
て
初
め
て
し
り
ま
し
た
！
ま
さ
に
親
子
ク
イ
ズ
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 南南国国市市「「 AA BB CC DD EE FF GG HH 」」
でではは、、442255名名のの会会員員がが活活動動ししてて
いいまますす。。

タテタテ ①昨年10月に町名が漢字か
らひらがなに。
②中国も領土権を主張して
いる○○○○諸島。
③つらく険しい○○○の道。
④音楽○○○○○。映画○○○○○。
⑤日本特有の演劇。
⑥人生○○ありゃ、苦もあるさ。

ヨコヨコ ⑦市の北部、上倉にある都市農村交流の拠点。
⑧銀行以外で、貸金業務を行う企業。
⑨欧米ではマスタード。
⑩現在もなお残る○○○差別の根絶を。
⑪韓流ブームの火付け役？○○様。
⑫皇室の紋章に使われる花。
⑬牧童。○○ボーイ。

■とき／７月９日�～10月22日�
　第２・４土曜日14：00～16：00 全８回
■ところ／高知東工業高等学校
■講師／田島惇巳さん
■対象／南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／２千円（材料費は別途参加者負担）
■申込締切／６月20日�必着

絵を描く楽しさを学んでみませんか？
専門の先生からやさしく教わります。

画教室洋画教洋 教洋 教洋画画教洋 教室洋画教画画教室画画画教画教洋 教室画教室洋 教画教室洋 教室洋画 室洋 教室画教室洋 教室洋 教室画 室画画教洋画画教室画画洋 教洋 室洋画教画教洋 教室洋 教洋 教室洋 教室

■とき／６月27日�　10：00～15：00
　　　　７月４日�　13：30～15：30
■ところ／大篠公民館
■内容／植物採集・染色、染色仕上げ
■講師／山本眞壽さん
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／800円（材料費は別途参加者負担）
■申込締切／６月17日�必着

女性の永遠の憧れシルクを身近
植物でやさしい色に染めましょ

バドミントンで汗を流しませんか？

木染め教室（春講座）草木 ）教室（春講座）木染め教室（春草 染め教室（春講座）木木染め教室（春講木 教草 教室（春講木木染め木木染め教室（春草 染め教室（春講座草 染め教室（春講座草 染め教室（春講座草 染め教室（春講座）草 染め教室（春講座木染め教室（春講木染め教室（春講座草木染め教室（春講座木 座草 染め教室（春講座草木染め教室（春講座木木木染め教室（春講座草 染め教室（春講座草 染め教室（春講草 染 教室（春講座木 教草 教室（春講草 染 教室草 教室（春講座）草木染 教室（春講座草 教木

■とき／７月13日�　13：30～15：30
■ところ／日章福祉交流センター
■内容／浴衣の着付け　 ■講師／岡田萬里子さん
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／500円　 ■申込締切／７月１日�必着

■とき／６月９日�～７月14日�
　毎週木曜日19：30～21：00　全６回
■ところ／市民体育館
＊体育館シューズを持参してください。
■対象／市内中学生以上　 ■受講料／２千円

夏祭りももうすぐ。浴衣を自分で着てみましょう。
初めての方はまず浴衣から。忘れた方は復習を。
日本の文化を楽しみましょう。

ンジョイ・ザ・生活エンジョイ・ザ・生活ンンジョイ・ザ・生ン ョイ ザ 生活エンエンンジョイ・ザ・生活ン イ ザ 生活ンジ イ ザエ ジ イ ザ 生活ジ イ ザンジ イ ザ 生活 ②② 草木染め・洋画教室、エンジョイ・ザ・生活の
　　　お問い合わせ、申込先・方法

往復はがき、ＦＡＸまたはｅメールに講座・教
室名・住所・氏名・年齢・電話番号を明記のう
えお申し込みください。
生涯学習課生涯学習係
　〒７８３ー８５０１南国市大埇大 甲２３０１
　�８８０ー６５６９　�８８０ー６２０１
　または syougai@city.nankoku.kochi.jp  まで

心者バドミントン教室初心 教初 者バドミントン教初 教心者バドミントン教室初 教初 ントン心 ミントン教室心心者バドミントン心 ントン教初 教初心 バドミントン教初心 教初 バ心者バドミントン教室心心者バドミントン教心心者バドミントン教室初心心者バドミントン教心心者バドミントン教初 教室初 者バドミントン教室初 者バドミントン教室初 教室初 ントン教心 ド初 者バドミント心者心 教室初心 室初心 室初 教初 者バドミントン教室心 ミントン教心 ドミントン教室初心 バ初 者バドミントン教心 ド初 バドミントン教室初 ントン初 ドミントン教初 バ初 者バドミントン教心者バドミントン教室初 ド初 者バドミ ト心者バドミ 教室初 者バ 教室初 者バ 教室初

※申込先・お問い合わせは、南国市バドミントン
　連盟　藤松孝雄（〒７８３ー０００４南国市大埇大 甲
　４１５－１１ ��８６４ー２６８９）まで

■申込方法／はがきまたはＦＡＸに住所、氏名、性
　別、年齢、電話番号、勤務先、勤務先住所を明記
　のうえお申し込みください。

＊P16にも教室
　があります。
　ご覧ください。

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。
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■時間／14：00～15：30
■ところ／市役所４階大会議室、または
　５階委員会室
■受講料／無料
＊テキスト代として100円（当日集金）が
　必要です。
■定員／各講座30名程度
■申込締切／各講座開催日の１週間前
■申込方法／電話、FAXまたはインター
　ネットで、希望講座・住所・氏名・年
　齢・電話番号をお知らせください ※申込先・お問い合わせは、高知高専庶務課（�８６４ー５６０５、

　�８６４ー５６０６、http://www.kochi-ct.ac.jp/koza/200507/  ）まで

　市内の良好な生活環境を保全するため
に一斉清掃を実施します。
　市民の皆さんの参加・ご協力をお願い
します。

市内一斉清掃市内一斉清掃
■とき／６月５日�　９：30まで

※お問い合わせは
　生活環境課環境係（�８８０ー６５５７）まで

　文学、歴史、哲学、語学などからなる
総合教養講座です。高知高専の教員が専
門分野と関連のあるテーマでやさしくお
話しします。お気軽にご参加ください。 熟年対象・海外旅行用のやさしい英会話

Part３（道を尋ねる、乗り物を利用する）

仕事と子育てのファミリー・バランス
～ロンドンでのインタビュー調査から～

世界の倫理を求めて～ドイツからの発信～

躍進する韓国から見た日本の産業

アジア世界への架け橋
～アイヌの人々の暮らしと文化～

英国パブリック・スクール今昔

ニュージーランド・オーストラリアの話

講座名 とき講師

宮川　敏春

西村　淑子

池谷江理子

佐々木正寿

堀邊　英夫

大野　三徳

大嶋　秀樹

７月20日�

７月21日�
　　22日�

７月25日�

７月27日�

７月28日�

７月29日�

７月30日�

南国市民の大学南国市民の大学南国市民の大学南国市民の大学 高知高専教養講座～世界の文化と社会コース～

　
２
人
の
子
ど
も
は
独
立
し
、
夫
と
２
人
暮

ら
し
で
す
。
自
宅
で
着
物
の
着
付
け
を
教
え

て
い
て
、
生
徒
さ
ん
や
留
学
生
と
の
交
流
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
人
と
の
交
流
、
出
会
い

は
財
産
で
す
よ
。

　
趣
味
は
、
豆
腐
作
り
、
山
登
り
な
ど
多
趣

味
。
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
は
な
ん
で
も
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
手
作
り
の
味
の
あ
る
昔

の
お
皿
や
家
具
も
好
き
で
す
ね
。

　
広
報
に
掲
載
さ
れ
る
講
座
や
教
室
に
よ
く

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
長
期
間
の
講

座
・
教
室
や
男
性
の
参
加
が
増
え
る
と
い
い

と
思
い
ま
す
。

池本　正夫 さん（篠原）
まさお

としこ

　
妻
と
息
子
夫
婦
、
孫
３
人
の
７
人
家
族
。

　
８
年
ほ
ど
前
に
体
を
悪
く
し
ま
し
た
が
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
リ
ハ
ビ
リ
に
通
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
絵
手
紙
を
始
め
、
多
く

の
友
人
も
で
き
ま
し
た
。

　
障
害
を
も
っ
て
も
、
趣
味
な
ど
を
生
か
し

て
積
極
的
に
外
に
出
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
の
た
め
に
と
散
歩
に
も
よ
く
行
き
ま

す
。
近
所
に
は
庭
に
花
を
作
っ
て
い
る
方
が

多
く
、
あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
四
季
の
草
花
を

見
て
歩
く
の
が
好
き
で
す
ね
。

古巻　敏子 さん（立田）

　
取
材
当
日
、
散
歩
コ
ー
ス
に
案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
元
気
の
も
と
は
花
を
見
な
が
ら
気

軽
に
あ
い
さ
つ
を
か
わ
す
こ
と
の
よ
う
で
す
。

　
「
お
し
ゃ
べ
り
が
ス
ト
レ
ス
解
消
」
と
話
す

古
巻
さ
ん
。
笑
顔
が
絶
え
ず
相
手
を
飽
き
さ
せ

な
い
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
の
方
で
し
た
。

最
近
南
国
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル
や
検
診
な
ど
、
毎
月
広
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

み ん な の 広 場
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障障
害害
者者
・・
母母
子子
・・

父父
子子
家家
庭庭
のの

皆皆
ささ
んん
へへ

特
別
障
害
者
手
当

心
身
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

在
宅
の
20
歳
以
上
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
２
万
６
千
520
円

＊
施
設
入
所
や
３
カ
月
以
上
入
院

し
て
い
る
場
合
、
ま
た
所
得
が

一
定
以
上
の
方
は
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
以
上

の
障
害
の
あ
る
児
童（
20
歳
未
満
）

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額

▼
１
級
／
月
額
５
万
900
円

▼
２
級
／
月
額
３
万
３
千
900
円

＊
障
害
児
が
施
設
入
所
の
場
合
、

所
得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
う

ち
、
重
度
の
障
害
の
た
め
、
常
時

介
護
を
要
す
る
在
宅
の
20
歳
未
満

の
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
１
万
４
千
430
円

＊
児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
、
所

得
が
一
定
以
上
あ
る
場
合
や
公

的
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

重
度
心
身
障
害
児療育

手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
の
う

ち
で
、
障
害
児
福
祉
手
当
に
該
当

し
な
い
18
歳
未
満
の
心
身
障
害
児

を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
月
額
７
千
300
円

＊
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

児
童
が
施
設
入
所
の
場
合
と
障

害
児
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

児
童
扶
養
手
当

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
18
歳
未
満
の
児
童
（
本
年
度
で

18
歳
に
達
す
る
児
童
は
年
度
末
ま

で
対
象
、
ま
た
中
度
以
上
の
障
害

を
有
す
る
場
合
は
20
歳
未
満
の
児

童
）
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た

は
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
児
童
扶
養
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
（
所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
）。

■
受
給
資
格
者
（
い
ず
れ
の
場
合

も
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
）

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
（
国
民
年
金

の
障
害
等
級
１
級
程
度
）
に
あ

る
児
童

④
父
の
生
死
が
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し

た
児
童

⑧
捨
て
子
な
ど
で
母
が
児
童
を
懐

胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不
明
で

あ
る
児
童

■
こ
ん
な
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

①
児
童
が

▼
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

▼
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
り

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
給
付

が
受
け
ら
れ
る
と
き

▼
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金

給
付
額
の
加
算
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き

▼
労
働
基
準
法
な
ど
の
規
定
に

よ
る
遺
族
補
償
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

▼
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
と
き
、
ま
た
は
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

▼
母
の
配
偶
者
（
内
縁
関
係
も

含
む
）
に
養
育
さ
れ
て
い
る

と
き
（
父
に
重
度
の
障
害
が
　

あ
る
場
合
は
除
く
）

②
母
ま
た
は
養
育
者
が

▼
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

▼
公
的
年
金
給
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き
（
国
民
年

金
法
に
基
づ
く
老
齢
福
祉
年

金
を
除
く
）

▼
昭
和
60
年
８
月
１
日
以
降
に
　

手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
し

て
か
ら
平
成
15
年
３
月
31
日

ま
で
に
５
年
を
経
過
し
て
も

請
求
し
な
か
っ
た
と
き

▼
事
実
婚
が
発
見
さ
れ
た
場
合

（
定
期
的
な
訪
問
な
ど
社
会
通

念
上
夫
婦
と
し
て
の
生
活
を

認
め
ら
れ
る
事
実
関
係
が
あ

る
場
合
で
、
こ
の
場
合
事
実

の
発
生
し
た
時
点
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
手
当
を
返
還
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
）

ク
イ
ズ
回
答
の
「
フ
ラ
フ
」。
こ
い
の
ぼ
り
と
一
緒
に
た
て
ら
れ
て
あ
る
あ
れ
の
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

森沢　良博（日吉町）

「オルゴール館の思い出」
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６
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母
子
及
び
父
子
家
庭

医
療
費
の
助
成

■
助
成
対
象
者
／
前
年
の
所
得
税

が
非
課
税
の
世
帯
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

・
母
子
及
び
父
子
家
庭
の
母
ま
た

は
父
と
児
童

・
準
母
子
及
び
準
父
子
世
帯

・
父
母
の
い
な
い
児
童

＊
児
童
と
は
、
18
才
に
達
す
る
日

以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
者
。

■
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
、
印
鑑

＊
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
６

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

南
国
市
母
子
父
子
福
祉
手
当

配
偶
者
の
い
な
い
女
性
・
男
性

が
、
18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
場
合
、

ま
た
両
親
を
失
っ
た
18
歳
に
達
し

た
年
度
末
ま
で
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
１
千
円

＊
母
親
ま
た
は
父
親
お
よ
び
児

童
が
引
き
続
き
１
年
以
上
市
内

に
在
住
し
、
現
に
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。
な

お
、
市
交
通
遺
児
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
は
該
当
に
な
り
ま

せ
ん
。

南
国
市
交
通
遺
児
手
当

交
通
事
故
（
車
・
汽
車
・
電
車

の
運
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
事
故
、

海
難
、
航
空
事
故
）
で
父
母
、
も

し
く
は
父
、
ま
た
は
母
を
失
っ
た

18
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま
で
の
児

童
を
対
象
に
市
交
通
遺
児
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
額
／
児
童
１
人
に
つ
き
、

月
額
２
千
円

＊
１
年
以
上
市
内
に
在
住
し
、
現

に
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。

※※
障障
害害
者者
・・
母母
子子
・・
父父
子子
家家
庭庭
のの

皆皆
ささ
んん
のの
各各
種種
手手
当当
にに
関関
すす
るる
、、

おお
問問
いい
合合
わわ
せせ
はは

福福
祉祉
事事
務務
所所
社社
会会
係係

（（
�
８８
８８
００
・・
６６
５５
６６
６６
））まま
でで

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

■
対
象
者

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人

１
、
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
、
戦
没
者
等
の
子

３
、
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹

＊
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
方
等
は
除
か
れ

ま
す
。

４
、
右
記
３
以
外
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

５
、
右
記
１
か
ら
４
以
外
の
三
親

等
内
の
親
族

＊
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
／
額
面
40
万
円
、
10

年
償
還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
間

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

※
請
求
窓
口
（
平
成
17
年
６
月
１

日
か
ら
）
・
お
問
い
合
わ
せ
は

福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

戦
没
者
慰
霊
巡
拝

戦
没
者
の
ご
遺
族
を
対
象
に
慰

霊
巡
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
対
象
地
域
／
旧
ソ
連
、
モ
ン
ゴ

ル
、
中
国
東
北
地
区
、
マ
リ
ア

ナ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ト
ラ
　

ッ
ク
諸
島
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
、
硫
黄
島

■
選
考
基
準
／
健
康
状
態
が
良
好

で
、
原
則
80
歳
以
下
の
方

■
備
考
／
巡
拝
地
域
、実
施
時
期
、

所
要
経
費
な
ど
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
保
健
福
祉
課

（
�
８
２
３
・
９
６
６
２
）

ま
た
は
福
祉
事
務
所
社
会
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
６
）ま
で

児
童
手
当
の
支
給
と

現
況
届
の
提
出

■
児
童
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

小
学
校
３
年
生
ま
で
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
は
、
児
童
手
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
の
額
（
月
額
）

第
１
子
・
第
２
子
／
５
千
円

第
３
子
以
降
／
１
万
円

■
児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て
　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
６
月
30
日
�
ま
で

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
、
受
給
者
の
所
得
状

況
と
、
６
月
１
日
現
在
の
養
育
状

況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
で
す
。

も
し
、提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、

受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
６
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
公
務
員
の
方
は
、
職
場
で
手
続
　

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
給
付
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

第
48
回
南
国
市
母
親
大
会

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。
保

育
所
も
あ
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
づ

れ
で
ど
う
ぞ
！
男
性
も
歓
迎
。

■
と
き
／
６
月
19
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

大
篠
公
民
館
・
中
央
公
民
館

■
内
容

▼
分
科
会
／
親
子
で
遊
ぼ
う
・
ほ

ん
と
う
の
学
力
・
ど
う
な
る
介

護
保
険

▼
全
体
会
／
講
演
…
憲
法
は
私
た

ち
の
も
の
／
講
師
…
窪
田
充
治

さ
ん（
香
長
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
館
長
）

■
参
加
料
／
無
料

■
主
催

南
国
市
母
親
大
会
実
行
委
員
会

※
お
問
い
合
わ
せ
は

実
行
委
員
長
　
西
川
和
子

（
�
８
６
３
・
２
０
８
２
）ま
で

大
空
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り
や
フ
ラ
フ
は
初
夏
を
思
わ
せ
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
気
持
ち
い
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION
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第
48
回
金
婚
夫
婦
式
典

■
と
き

９
月
１
日
�

午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ
／
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

■
資
格

昭
和
30
年
１
月
１
日
〜
同
年
12

月
31
日
ま
で
に
婚
姻
届
け
を
し

て
い
る
県
内
在
住
の
ご
夫
婦

（
そ
れ
以
前
の
届
け
出
で
も
初

め
て
申
し
込
む
方
は
可
）。

■
申
込
方
法

ごご
夫夫
婦婦
のの
戸戸
籍籍
抄抄
本本
と
、
便
せ

ん
に
ご
夫
婦
の
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年

齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・
結
婚

記
念
日
を
明
記
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
７
月
１
日
�
必
着

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

�
高
知
新
聞
企
業
事
業
部
内
「
金

婚
式
」
係
（
〒
７
８
０
ー
８
６
６
６

高
知
市
本
町
３
丁
目
２
ー
15

�
８
２
５
・
４
３
２
８
）ま
で

自
衛
官
２
等
陸
海
空
士

募
集

■
資
格
／
平
成
17
年
７
月
１
日
現

在
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

■
応
募
締
切
／
６
月
15
日
�

■
試
験
日
／
６
月
16
日
�

＊
試
験
会
場
、
試
験
種
目
な
ど
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

自
衛
隊
高
知
募
集
案
内
所

（
�
８
２
３
・
２
０
０
６
）ま
で

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
・
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座

外
国
人
対
象
の
日
本
語
教
室
を

見
学
し
、
そ
の
後
実
際
に
日
本
語

を
教
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き

６
月
15
日
�
〜
12
月
７
日
�

毎
週
水
曜
日
（
全
20
回
）

午
後
７
時
〜
９
時

＊
８
月
は
休
み
で
す
。

■
と
こ
ろ

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
参
加
費
／
２
千
円
（
教
材
費
が

必
要
で
す
。）

■
募
集
人
員

外
国
人
15
名
・
日
本
人
20
名

■
申
込
締
切
／
６
月
10
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
国
際
交
流
協
会

東
條
（
�
０
９
０
・
１
３
２
４
・

６
８
８
７
）

今
井
（
�
０
９
０
・
７
６
２
０
・

３
５
２
４
）ま
で

６
月
１
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
の

侵
害
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う

監
視
し
、
も
し
、
人
権
が
侵
害
さ

れ
た
時
は
相
談
相
手
と
な
っ
た

り
、
法
務
局
と
連
携
し
て
事
実
関

係
の
調
査
を
行
う
な
ど
、
人
権
救

済
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
法
務
局
ま
た
は
人
権
擁
護
委

員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
無
料
・

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
皆
さ
ん

傍
士
功
、
竹
内
隆
造
、
竹
村
義

弘
、
野
村
美
智
、
北
岡
克
彦
、

福
井
博
子
、
松
村
佳
代
、
松
本

和
子
（
敬
称
略
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

（
�
８
８
０
・
６
５
７
０
）ま
で

５
月
と
い
う
の
に
娘
の
引
き
出
し
か
ら
年
賀
状
が
。
は
が
き
に
限
ら
ず
物
は
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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日 曜 場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

（４月分）

2

3

7

8

9

10

14

15

水

火

水

猪野吉保商店前
10:20～10:40

王子権現神社北側
10:45～11:05

蒲原県営住宅
10:20～10:50

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

定林寺公民館
11:20～11:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

里保育所
10:20～10:40

十市保育園
10:30～11:00

中澤建材店前
10:50～11:10

稲生保育所
14:20～14:40

かりやストア前
14:45～15:05

稲生小学校
12:50～13:30

白山荘
13:40～14:10

香南中学校
13:05～13:25

久礼田小学校
12:50～13:35

後免野田保育所
10:20～10:40

吾岡保育園
10:30～10:50

市農協野田支所
10:50～11:10

岩村ふれあいセンター
11:15～11:35

岡豊小学校
15:30～16:00

あけぼの保育所
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

市農協前浜支所
11:15～11:35

三和小学校
12:50～13:40

南部営農センター
13:50～14:05

浜改田公民館
14:10～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

浜窪市営住宅
15:30～15:50

高知高専宿舎
11:10～11:30

南海学園
11:00～11:20

香長中学校
13:00～13:20

白銀荘
14:05～14:35

おおしの保育園
14:45～15:15

大篠小学校
15:25～16:25

長岡小学校
13:00～13:40

長岡農協
14:00～14:20

南陣山公民館
14:30～14:50

長岡西部保育所
10:20～10:40

明見保育所
10:15～10:35

星神社前
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医学部中島宿舎
15:35～15:55

北陵中学校
16:10～16:30

国府小学校
13:00～13:30

岡豊保育所
11:00～11:20

市農協国府支所
10:20～10:40

白木谷公民館
13:50～14:20

国府保育所
10:45～11:05

久礼田保育所
10:25～10:45

久礼田西公民館
10:50～11:10

後免野田小学校
12:50～13:35

立田消防屯所南側
13:35～14:00

日章小学校
13:10～13:40

植野公民館
14:10～14:30

6／1

木

木

金

木

火

水

金

金

21

16

17

第２希望の家
10:00～10:15

土佐厚生会国府寮
15:30～16:00

たちばな幼稚園
14:00～14:20

奈路小学校
14:45～15:20

奈路公民館
15:30～15:50

札場バス停前
10:20～10:40

丸十園芸組合前
10:45～11:05

阿戸公民館
11:10～11:30

十市小学校
12:50～13:50

緑ヶ丘２丁目
13:50～14:10

県住十市団地
14:15～14:55

あとむ幼稚園
15:00～15:20

図書館だより

火
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災
害
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

災
害
時
の
吹
鳴
す
る
サ
イ
レ
ン

を
消
防
信
号
と
い
い
、
こ
の
信
号

は
、
災
害
が
発
生
し
た
時
に
消
防

機
関
が
速
や
か
に
出
動
し
て
消
防

活
動
を
行
う
た
め
に
、
該
当
地
域

の
消
防
団
員
の
招
集
や
、
住
民
の

方
の
不
安
を
防
止
し
、
注
意
を
促

す
た
め
吹
鳴
し
て
い
ま
す
。

消
防
信
号
に
は
大
き
く
分
け

て
、
火
災
・
水
防
・
津
波
の
３
つ

の
信
号
が
あ
り
、
火
災
発
生
時
に

限
ら
ず
、
地
震
や
大
規
模
の
風
水

害
が
発
生
し
た
場
合
に
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
消
防
信
号
は
深

夜
に
発
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

不
快
に
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

消
火
器
の
不
適
正
取
引
業
　

者
に
ご
注
意
！

消
火
器
の
不
適
正
取
引
業
者
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
消
火
器
の
自
主
点
検
に
来
た
」、

「
３
年
に
１
回
は
点
検
し
な
い
と

い
け
な
い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
契

約
書
に
サ
イ
ン
を
求
め
、
不
当
な

金
額
を
請
求
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
は
次
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
市
の
委
託
し
て
い
る
業
者
か
確

認
す
る
。

②
作
業
内
容
な
ど
の
見
積
金
額
を

出
し
て
も
ら
う
。

③
点
検
や
詰
め
替
え
・
取
り
替
え

の
際
は
作
業
に
立
ち
会
う
。

④
安
易
に
契
約
書
・
承
諾
書
に
サ

イ
ン
を
し
な
い
。

＊
不
審
に
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
消
防

署
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
信
号
・
消
火
器
の
お
問
い

合
わ
せ
は

消
防
本
部
警
防
課
・
予
防
課

（
�
８
６
３
・
３
５
１
１
）ま
で

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
　

（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、
ポ
リ
系

フ
ィ
ル
ム
）
の
回
収

■
排
出
の
注
意
事
項

▼
決
め
ら
れ
た
日
時
・
場
所
に
排

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
め
ら
れ
た
分
別
や
梱
包
（
１

包
み
10
�
程
度
）
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

▼
排
出
は
、
有有
料料
で
す
。

▼
非
合
法
な
排
出
や
不
法
投
棄
は

絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

※
回
収
日
時
な
ど
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
管
内
各
農
協
ま

た
は
、
農
林
課
（
市
古
ビ
ニ
ー
ル

等
処
理
対
策
推
進
協
議
会
事
務
局

�
８
８
０
・
６
５
５
９
）ま
で

電
話
相
談
「
均
等
月
間
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
開
設

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行
20

年
を
記
念
し
て
「
均
等
月
間
フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
」
電
話
相
談
を
２
日

間
開
設
し
ま
す
。

職
場
で
の
男
女
差
別
、
セ
ク
ハ

ラ
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
な
ど

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き

６
月
１
日
�
・
２
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

■
電
話
番
号
／
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

０
１
２
０
・
４
５
９
・
０
８
９

＊
四
国
４
県
以
外
か
ら
は
つ
な
が
　

り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

（
�
８
８
５
・
６
０
４
１
）ま
で

も
う
す
ぐ
憂
鬱
な
梅
雨
の
時
期
で
す
が
、
シ
ョ
ウ
ブ
や
ア
ジ
サ
イ
が
見
ご
ろ
に
な
り
ま
す
ね
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

口座振替をご利用の方は、納期限前に口座
残金をご確認ください。尚、口座振替済通
知書（全納・期別）は今年度より送付しま
せんので、通帳記入でご確認ください。翌
年１月中旬に１年分の納付済通知書を送付
します。

■とき／６月20日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／６月６日�・７月５日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

市・県民税（１期分）
人権・行政相談

無料法律相談

人身事故件数 死者 負傷者
   17年４月
   17年1月～4月

  17件
113件

０人 21人
１人 137人

　　《火災》
発生件数　 １件

建物　　　   ０件
山林　　　   ０件
その他　  　 １件
被害額　　   ０円

《救急》
出動回数　 171回

急病　  　      86回
交通事故　    14回
一般事故　　26回
その他　　　45回

（４月分）（４月分）

６月の納税は 図書館だより図書館だより

異物　　　　　　　 　玄月
上陸　　　　　 　　五条瑛
黙の部屋　　　　　 折原一
黒笑小説　 　　　東野圭吾
小判商人　  　　   平岩弓枝
昔日より　 　　　諸田玲子
幸福を売る男　　 藤田宜永
献立のお手本　　　 集英社
快適キャンプ入門
　　　　　　　　 長谷川哲
けい子ちゃんのゆかた
　　　　　　　 　庄野潤三
私という運命について
　　　　　　　　 白石一文
家、家にあらず 
                          松井今朝子

ほか

　　南国警察署管内
沿岸協力会からのお知らせ

　見かけたらすぐに警察へ
◎船…港で見かけない船
◎車…不審なホロ付きトラック、保冷車
◎人…駅、バス停などにたむろする不審
　な外国人
※通報・お問い合わせは
南国警察署（�８６３ー０１１０）または
１１０番まで
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最
近
で
き
た
ア
パ
ー
ト
近
く
で
は
、
指
定
袋
以
外
の
ご
み
捨
て
が
目
立
ち
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の
管
理
者
が
説
明
す
る
べ
き
で
は
？

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

INFORMATIONINFORMATION

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

　国民年金には20歳から60歳までの40年間誰も
が加入し、保険料を納める義務があります。
■国民年金の加入の仕方は次の３種類です。
◎第１号被保険者…自営業や自由業の方、学生、
　フリーターなど。
 　自分で加入手続きを市役所年金係で行い、
　保険料を納めます。
＊20歳になったときには厚生年金保険や共済組
　合等の加入者以外は、国民年金第１号被保険
　者となり、年金手帳が南国社会保険事務所か
　ら送付されます。
◎第２号被保険者…厚生年金保険や共済組合等
　に加入している方。
 　加入手続き、保険料の納付は会社等で行い
　ますので、自分で行う必要はありません。
◎第３号被保険者…第２号被保険者に扶養され
　ている配偶者。
 　保険料は配偶者が加入している制度から負
　担されますので、自分で納める必要はありま
　せん。
　　配偶者の勤務先から社会保険事務所に届出
　をします。
＊第３号被保険者の特例届出
 第３号被保険者の届出が遅れると、２年前ま
　での期間は第３号被保険者となり保険料納付

◎第２月曜日は、県下４つの社会保険事務所で、
　午後７時まで受付時間を延長して年金相談を
　行っています。また、高知東社会保険事務所
　では、第２月曜日以外にも毎週月曜日に午後
　７時まで年金相談を行っています。
◎６月11日�は、県下４つの社会保険事務所で、
　午前９時30分から午後４時まで年金相談を行
　います。また、高知東社会保険事務所及び高
　知西社会保険事務所では、６月18日�も午前
　９時30分から午後４時まで年金相談を行いま
　す。通常より混雑も少ないと思われますので、
　お気軽にご利用ください

　済の取扱いになりますが、それ以前の期間は
「保険料未納の取扱い」となっていました。平
　成17年４月から、このような期間について特
　例的に届出ができるようになっており、届出
　をしていただくと、２年以上さかのぼった期
　間も保険料納付済の取扱いとなり、将来その
　分の年金も受け取ることができるようになり
　ます。
 　詳しくは、南国社会保険事務所までお問い
　合わせください。

　家庭から出る生ごみの減量および再資源化を推進
するため、生ごみ処理器具の購入者に購入費の一部
を補助します。

■補助対象／南国市に住所があり、居住している方
■補助金額／購入金額（消費税を含む）に２分の１
　を掛けた金額で、次の金額を限度とします。（補助
　対象は１基のみ。２基目以降の補助はありません）
�好気性処理器具／コンポスター式。地上設置型で
　生ごみを微生物で発酵分解し堆肥化する器具。
　補助額上限／1,800円

�嫌気性処理器具／発酵促進剤を使用して生ごみを
　発酵分解し堆肥化する器具。
　補助額上限／800円

③電気式処理器具／生ごみを乾燥するなどして減量・
　堆肥化する器具。
　補助額上限／18,000円
■申込方法／生ごみ処理器具購入後、補助金交付申
　請書（生活環境課にあります）に領収書と保証書
　（電気式以外の処理器具は不要）を添付し提出。

　南国市では条例により、事業所自ら処分できない
一般廃棄物については、市の指定の業格用ごみ袋を
使用していただいています。
　家庭用ごみ袋でごみステーションに出している事
業者の方は業格用ごみ袋を購入し適正に処理するよ
うお願いします。
　指定ごみ袋代金はごみ袋代ではなく、ごみ処理手
数料となっています。

■業格用ごみ袋の種類・価格

・業格用ごみ袋（大）80円／枚…ごみ収集許可業者
　と契約して取りに来てもらうごみ袋

・業格用ごみ袋（小）60円／枚…可燃ごみ収集日に
　ごみステーションへ、１回につき２袋までなら出
　すことができるごみ袋

＊業格用ごみ袋は生活環境課で販売しています。ス
　ーパーマーケットなどの量販店では販売していま
　せん。

※お問い合わせは、生活環境課（�８８０ー６５５７）まで

生活環境課からのお知らせ生活環境課からのお知らせ
生ごみ処理器具購入補助制度      業格用ごみ袋使用を！

～事業者の方（お店・会社）へ～
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片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、亀岩、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷、白木谷、八京
十市（北部）、緑ケ丘、岩村

稲生

久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、久枝（開田）
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎(西部)

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、
新川、稲吉、東崎(西部)

後免町、野田

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠住宅

東崎(東部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田、天行寺、成合

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

６／1

7
6
4
3
2

8

13

10

9

11

14

17

15

16

20
18

22

24

21

28
27
25

23

金

木

月
土

金

木
水

火

月
土

水

月

金

水

木

水

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

祈年（たちばな改良住宅を除く）、東崎（東部）、駅前町

奈路、亀岩、領石、植野、上倉、才谷、宍崎、外山、中谷
久礼田、植田

国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘

８区(たちばな改良住宅・小籠住宅を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、
白木谷、八京、蒲原団地、蒲原住宅

後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）、天行寺

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川、東崎(西部)
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町

稲生
下咥内、物部、久枝（開田）
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜
６／1

6
4

3

2

7

11
10
9

8

13
14

15

16

18
17

22

21
20

28

25
24
23

木

木

水

水

火
月

金

水

火

金

土

金

水

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)
中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、岡豊町小篭、三軒屋（長岡小籠）
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

十市（南部）、天行寺、成合

７／1

5
4
2

火

月

田村

土
金

火

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

火
月

７／1

月
土

火

月
土

片山、里改田、浜改田、天行寺

土

金
木

土

火

立田

片山、里改田
十市（南部）、天行寺、成合
田村
立田

土
金

火
月

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

土
金

木

日 曜  地　　　　区地　　　区

６月６日・20日
（第１・３月曜日）

６月７日・21日
（第１・３火曜日）

６月１日・15日
（第１・３水曜日）

６月13日・27日
（第２・４月曜日）

６月14日・28日
（第２・４火曜日）

６月８日・22日
（第２・４水曜日）

７月４日・18日
（第１・３月曜日）

６月２日・16日
（第１・３木曜日）

６月３日・17日
（第１・３金曜日）

６月４日・18日
（第１・３土曜日）

６月９日・23日
（第２・４木曜日）

６月10日・24日
（第２・４金曜日）

６月11日・25日
（第２・４土曜日）

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、

７月１日・15日
（第１・３金曜日）

2

�

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、
中谷、成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠住宅

植田、植野、亀岩、久礼田、才谷、宍崎、上倉、
中谷、成合、白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠住宅稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、

八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大�団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅 笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、

中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎（東部）、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、野田口、
能間、東崎（西部）、城陸、朝日町、榎田町、天行寺

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、野田口、

６月６日・20日
（第１・３月曜日）

天行寺

西窪、能間、城陸、朝日町、榎田町、東崎（西部）下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町

木

※お問い合わせは、
　生活環境課環境係（�８８０－６５５７）まで

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原（団地・住宅を除く）

＊黒い袋、肥料やお米の袋で中身の確認ができない袋は
　危険なため、使用しないようお願いします。

�可燃物・プラスチック容器包装類・ペットボトル・ビ
　ンは指定袋で出してください。
＊指定ごみ袋代金はごみ処理手数料です。指定袋に入っ
　ていない上記のごみは収集しません。

■次の点を必ず守ってごみを出してください。

�指定日の午前５時～８時までに出してください。
�お住まいの地区のごみステーションに出してください。
＊地区外のごみステーションには出さないでください。
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

レ・タン・ティ・タイさん　　
（ベトナム社会主義共和国）

高知高専留学生

）））好きです！アオザイと高知高専 ）））

「アイス食べてどろぼうさんに
　　　　　　　なっちゃった�」

西村　奏  くん（稲生）

「ひこうき。ぶ～ん、ぶ～ん」
　  元気に大きく育ってね。

平成16年２月２日生まれ

にしむら　 かなで

吉川　萌々子  ちゃん（国分）
平成15年４月23日生まれ

よしかわ　 　ももこ

　このコーナーへの応募は、
掲載したい写真と「赤ちゃん
の名前（ふりがな）・生年月日
・性別・住所・電話番号・コ
メント」を添え、南国市役所
企画課「こんにちは赤ちゃん」
係までお送りください。
＊満２歳までの赤ちゃん（応募
　時）に限らせていただきます。

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 110,663台
出 111,249台　

高知空港
出発 58,819人
到着 61,740人

《４月分》
有権者 40,503人（男 18,975人・女 21,528人）

《平成17年３月２日現在》

あ
と

が

き

　
落
成
式
の
取
材
で
の
こ
と
。

も
ち
投
げ
が
始
ま
り
、
あ
ち
こ

ち
か
ら
「
こ
っ
ち
へ
投
げ
て
」

な
ど
の
歓
声
。
カ
メ
ラ
の
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
を
覗
く
と
、
童
心
に

返
っ
た
よ
う
な
い
い
笑
顔
が
飛

び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
ワ
ク
ワ
ク
し

拾
い
に
行
っ
た
こ
と
が
思
い
出

さ
れ
、
楽
し
く
写
真
が
撮
れ
ま

し
た
。
今
度
は
拾
う
方
に
参
加

し
た
い
も
の
で
す
。
　  

（
Ｎ
）

ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
ハ
ノ
イ
か

ら
60
キ
ロ
北
、
タ
イ
グ
エ
ン
の

村
か
ら
来
日
し
て
３
年
で
す
。

東
京
で
の
一
年
間
の
日
本
語
研

修
は
最
初
の
６
カ
月
間
、
何
も

分
か
ら
ず
大
変
で
し
た
。
し
か

し
日
本
で
は
言
葉
無
し
で
も
生

活
が
で
き
る
の
を
発
見
し
て
驚

き
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
の
市
場

で
は
価
格
を
表
示
し
て
な
い
の

で
買
い
物
に
言
葉
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
か
ら
。

地
震
対
策
な
ど
に
優
れ
た
技

術
を
持
つ
日
本
で
、
建
設
土
木

の
勉
強
が
で
き
る
の
を
う
れ
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
ハ
ノ
イ
〜
ホ
ー
チ

ミ
ン
間
約
千
700
キ
ロ
の
飛
行
機

代
が
父
母
２
人
の
月
給
を
合
わ

せ
た
ほ
ど
か
か
る
の
で
、
将
来

は
高
知
空
港
の
よ
う
な
地
方
空

港
を
作
っ
て
飛
行
機
を
も
っ
と

身
近
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う

の
が
私
の
夢
で
す
。

ベ
ト
ナ
ム
で
有
名
な
も
の
は

生
春
巻
き
と
フ
ォ
ー
と
呼
ば
れ

る
お
米
で
で
き
た
麺
類
、
そ
し

て
ア
オ
ザ
イ
で
し
ょ
う
か
。

生
春
巻
き
は
お
米
で
作
っ
た

皮
を
水
で
戻
し
、
肉
や
エ
ビ
、

野
菜
を
巻
い
て
食
べ
ま
す
。
特

に
青
ジ
ソ
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

フ
ォ
ー
は
牛
や
鶏
の
ス
ー
プ
に

入
れ
て
肉
や
野
菜
を
載
せ
て
食

べ
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
料
理
は
香

辛
料
や
ハ
ー
ブ
な
ど
を
あ
ま
り

使
わ
ず
、
マ
イ
ル
ド
で
あ
っ
さ

り
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
作

っ
て
食
べ
て
い
た
だ
く
機
会
が

あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

女
子
学
生
達
は
白
い
ア
オ
ザ

イ
を
着
て
自
転
車
や
バ
イ
ク
に

乗
り
ま
す
。
ア
オ
（
長
い
）
ザ

イ
（
シ
ャ
ツ
）
の
ウ
エ
ス
ト
か

ら
の
ス
リ
ッ
ト
と
ズ
ボ
ン
の
お

か
げ
で
活
動
的
な
服
な
の
で
す

よ
。
昨
年
ア
オ
ザ
イ
姿
で
高
専

の
学
生
募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
載
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
タ

イ
ト
ル
は
�
好

き
で
す
！
高
知

高
専
�
�

面 積 １２５.３５�

人 口 50,695人（＋294）外国人登録者数 310人（－ 3）
男 24,336人（＋ 224） 男 148人（－ 1）
女 26,359人（＋ 70） 女 162人（－ 2）

世帯数 20,607世帯 （＋266） 登 録 国 籍 数 31カ国
（ ）内は前月比 《平成17年４月30日現在》

出生数　 34人〔男 17人・女 17人〕《４月分》

広
報
な
ん
こ
く

広
報
な
ん
こ
く
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編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会

事
務
局
・
企
画
課
広
報
統
計
係

発
行
日
・
平
成
17年

６
月
１
日

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.nankoku.kochi.jp

６
月
号

６
月
号

ベトナムトナム
社会主義共和国社会主義共和国


